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大宮地域の地質 

 
 

中澤 努＊・遠藤秀典＊＊ 
 
地質調査総合センターは，その前身である地質調査所の1882年の創設以来，国土の地球科学的実態を解明するための 

調査・研究を行い，さまざまな縮尺の地質図を作成・出版してきた．そのうちで，5 万分の 1 地質図幅は自らの地質調査 
に基づく最も詳細な地質図であり，基本的な地質情報が網羅されている． 
1978年に，地震予知連絡会によって，近い将来地震の起こる可能性が他より高い地域として観測強化地域「南関東」 

及び「東海」地域が選定され，政府を始めとする各界からこの地域の地質図幅の早急な整備が要請された．これを受け 
て，1979年から地震予知のための観測強化地域の地質図幅作成計画（観測強化地域の地質学的研究）が開始され，現在 
その第５次計画が実施されている． 
「大宮」地域は，平成 6 -10年度に観測強化地域「南関東」地域の地質図作成の一環として調査が行われた．調査研究 

は中澤，遠藤の両名で行った． 
本図幅地域は平野部に位置し，台地と沖積低地が広く分布する．本図幅地域では台地の低地に対する比高は極めて小 

さく，露頭調査によって観察できる地層は限られている．このため，露頭調査とあわせて，ボーリング調査及び既存ボ 
ーリング資料の整理による地下地質の検討を行った．層序ボーリング調査は，春日部市（GS-KB-1)，川口市（GS-KG 
-1)，北本市（GS-OK-1）において深度100m前後のコアリングを行い，地下地質の基本層序の確認をした．そして数1,000 
地点に及ぶ既存ボーリング資料を基に，地層の面的な広がりを把握した．今回参考にした既存ボーリング資料はほとん 
どが深度50m以浅のものであるため，本報告での断面図も概ねこの深度内のものとした．なお平成13年 4 月 1 日より浦 
和市，与野市，大宮市が合併し，さいたま市となったが，本地質図幅作成時点では国土地理院発行1/50,000地形図の改 
訂がされていないため，本報告では旧市名を用いた． 
本調査研究にあたり，埼玉県住宅都市部，埼玉県環境科学国際センター，浦和市，上尾市，富士見市，上福岡市，伊 

奈町には，各機関で保存されていたボーリング資料を参考にさせていただいた．深部地質環境研究センターの塚本 斉 
主任研究員にはテフラ中の斜方輝石の EPMA 分析をお願いした．これらの方々に深く御礼申し上げる． 

（平成13年稿） 
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Ⅰ．地  形 
 

 

（中澤 努・遠藤秀典） 

 

「大宮」図幅地域は，東経139ﾟ30'-139ﾟ45'，北緯35ﾟ50' 
-36ﾟ0'（世界測地系では東経139ﾟ29'48.4"-139ﾟ44'48.3"， 

北緯35ﾟ50'11.6"-36ﾟ0'11.5"であるが，本説明書では旧測 

地系を用いる）の範囲を占め（第 1 図），埼玉県の南東部 

に位置する．本図幅地域には，埼玉県大宮市，浦和市， 

与野市，川口市，鳩ヶ谷市，上尾市，桶川市，北本市， 

田市，岩槻市，春日部市，志木市，富士見市，上福岡 

市，川越市，三芳町，大井町，伊奈町，白岡町，宮代町, 

川島町が含まれる（第 1 図）． 

本図幅地域の地形は，台地と沖積低地からなる（第 2 

図）．台地は，本図幅地域の西部に分布する荒川低地によ 

って分けられ，東側の台地は大宮台地，西側の台地は武 

蔵野台地と呼ばれている（第 2 図）．このうち大宮台地は, 

本図幅地域の東部-中央部の広い面積を占め，北北西-南 

南東方向の流向が卓越する多くの中小河川に開析されて 

いる．一方，本図幅地域南西部の武蔵野台地は，東京多 

摩地区を扇頂として扇状に分布する台地のうちの北東端 

に相当し，荒川低地によって扇端を切られた形態を呈す 

る．沖積低地は，荒川沿いの荒川低地と，大宮台地を開 

析している芝川，綾瀬川，元荒川，及びその他の小谷の 

谷底低地からなる．また本図幅地域東部には，わずかな 

がら中川低地の一部が含まれている．なお本図幅地域の 

 

 

 



― 2 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖積低地では，頻繁に河川改修及び沼沢地の埋め立てが 

行われている．地質図には，このうち明治45年の時点で 

の地形に基づいて，それ以降に改修・埋積された旧河道 

及び旧沼沢地を図示した． 

 

Ⅰ．1 台  地 

 

大宮台地 

本図幅地域の東部から中央部の範囲を広く占める大宮 

台地には，複数の段丘面が分布する．今回，それらの段 

丘面を形成年代の違いから木下
きおろし

面，大宮面，赤羽面に 3 

分した（第 3 図）． 

木下面は，本図幅地域南東部の川口市新井宿から浦和 

市大門付近にかけて分布する．木下面は，大宮台地のな 

かで最も標高の高い面であり，標高約18-20mに平坦面を 

もつ． 

大宮面は，大宮台地の大部分を占める面であり，平坦 

面の標高は13-22mの範囲に及ぶ.川口市源左衛門新田付 

近では，平坦面が木下面よりも約3-5m低いが，多くの 

場合，境界は漸移的で明瞭な段丘崖は形成されていない. 

また今回，大宮面とした面の一部には比較的標高の高い 

箇所（標高16-22m）が含まれる（第 3 図）．これらは木下 

面に含まれる可能性も否定できないが，現時点では木下 

面への対比の根拠が得られておらず，本報告では大宮面 

とした． 

赤羽面は大宮市深作付近を中心に綾瀬川沿いに狭く分 

布する．大宮台地のなかで最も標高の低い面であり，平 

坦面の標高は約11m である．大宮市深作では，大宮面よ 

りも約 7 m 低く，その境界には明瞭な段丘崖が形成され 

ている． 

 

武蔵野台地 

本図幅地域の南西部に分布する武蔵野台地は，形成年 

代の違いから赤羽面，中台面，立川面に 3 分される（杉 

原ほか，1972：第 3 図）．これらの面はいずれも南西に高 

く北東に高度が下がる形態を呈している． 

赤羽面は，本図幅地域内の武蔵野台地のうち最も平坦 

面の標高が高い面であり，富士見市から三芳町にかけて, 

及び上福岡市付近とに分布する．本図幅地域内での平坦 

面の標高は16-44m である． 

中台面は，大井町付近及び川越市寺尾付近に分布する. 

本図幅地域内での平坦面の標高は 8 -40m であり，上福岡 
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市南台付近では赤羽面よりも約 4 m 低い．赤羽面との境 

界には明瞭な段丘崖が形成されている． 

立川面は川越市藤間付近に分布し，本図幅地域内での 

平坦面の標高は 8 -17m である.川越市清水町付近では赤 

羽面よりも約 9 m，中台面よりも約 7 m 低く，それぞれ 

の境界には明瞭な段丘崖が形成されている． 

 

Ⅰ．2 沖積低地 

 

荒川低地 

荒川低地は本図幅地域西部の荒川に沿って北北西-南南 

東方向に，幅約 5 km にわたり分布している.荒川低地に 

は，自然堤防が顕著に発達しており，古くからの民家の 

多くは，このような自然堤防上に立地している．また自 

然堤防群の間には氾濫原及び流路跡が低湿地として認め 

られる．一方で，近年の河川改修によって荒川の流路は 

大きく変化し，改修前の流路は埋め立てられたり，沼沢 

地あるいは水路として残存している． 

 

台地開析谷の谷底低地 

大宮台地・武蔵野台地には多くの開析谷が分布する． 

その谷底低地は低湿地あるいは沼沢地であることが多い． 

またそれらの低湿地及び沼沢地は埋め立てられ，現在は 

市街地化されていることも多い． 

 

中川低地 

中川低地は本図幅地域の東部にわずかに分布している 

にすぎないが，荒川低地と同様に，自然堤防が顕著に発 

達している．また自然堤防群の間には氾濫原及び流路跡 

が低湿地として認められる． 
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Ⅱ．地 質 概 説 
 

 

（中澤 努・遠藤秀典） 

 

関東平野は，先新第三系を基盤とした大規模な堆積盆 

地として発達してきた．この堆積盆地は新第三紀以降， 

中心地を北西方向へ移動させながらも継続的に沈降を続 

けた結果として形成された（菊地，1980など）．このよう 

な造盆地運動は，地下に分布する砂礫層の深度分布（新 

堀ほか，1970；菊地・貝塚，1972），段丘堆積物の上面高 

度（小玉ほか，1981），考古遺跡の埋没（堀口，1981）な 

どによって確かめられており，本図幅地域は，現在の関 

東堆積盆地の沈降の中心部付近に位置する． 

本図幅地域における基盤深度などの深部の地下地質は， 

ボーリング資料が少ないため詳細は不明であるが，春日 

部市増富の春日部層序試錐では深度3,072m で先第三系 

基盤である頁岩に到達している（福田，1962）．一方，岩 

槻市末田の深層地殻活動観測井「岩槻」では深度2,898m 

で石英斑岩に到達している（高橋ほか，1983）．これらは 

現在ボーリング調査で知られている関東平野地下の基盤 

深度のうち最も深いものである．また重力探査（駒沢， 

1985；駒沢・長谷川，1988など：第 4 図）からも，基盤 

深度が本図幅地域で3,000m に達することが示されている. 

その他の多くの地震探査結果（角田（1992）のリストを 

参照）も，基盤深度は3,000m前後を示すことが多い． 

本図幅地域は平野部に位置し，地表に露出する地層は 

限られている．本報告での記載は，層序ボーリングによ 

って観察した標高約-100m 以浅の地層を対象とする．本 

図幅地域の標高約-100m 以浅には下総層群，新期段丘堆 

積物及び新期関東ローム層，沖積層が分布する（第 5 図). 

 

Ⅱ．1 下総層群 

 

本図幅地域の大宮台地の地下浅部には中-上部 新上  

下総層群が分布する．本報告では下総層群の累層として 

木
き

下
おろし

層，大宮層，及び“常総粘土”を記載した．木下層 

より下位の地層については標高約-100m までを層相によ 

って区分したが，テフラの同定などの地層の対比が未了 

なため，これらをC層，D層，E層，F層と仮称するに 

とどめ，本報告では地下地質として別章に記載した． 

木
き

下
おろし

層 層厚は最大で35m．本層は，貝化石混じりの泥 

層を主体とし谷地形を埋積する局所的な分布形態を呈す 

る下部と，砂泥細互層を主体とし大宮台地のほぼ全域に 

分布する上部から構成される．本層下部は基底に砂礫層 

を伴い，下位層に対して不整合関係にある．一方，本層 

上部も基底に貝化石を多量に含む粗粒堆積物を伴い，本 

層下部の分布しない箇所では，本層上部が下位層に対し 

て直接不整合関係で累重する．本層上部の堆積面は木下 

面を形成する． 

大宮層 層厚は最大で20m．斜交層理の発達する分級の悪 

い礫混じりの砂層を主体とし，泥層を 1 - 2 層程度挟む. 

本図幅地域の北西部では，本層は粗粒となり，砂礫層が 

卓越する．本層の堆積面は大宮面を形成する． 

“常総粘土” 層厚は最大で35m．主に植物遺骸片を含 

むむ白むのむむ質粘土からなり，上部に“ 砂”を挟む  

ことがある．三むアイス軽石層（SIP）やウグイスむ軽石 

層（UP）を挟む． 

 

Ⅱ．2 新期段丘堆積物及び新期関東ローム層 

 

本報告では，武蔵野ローム層及び立川ローム層を新期 

関東ローム層と呼ぶ．また“常総粘土”を欠き，新期関 

東ローム層に直接覆われる段丘堆積物を一括して新期段 

丘堆積物と呼ぶ．新期段丘堆積物は，形成年代の違いに 

より赤羽段丘堆積物，中台段丘堆積物，立川段丘堆積物 

に分けられる． 

新期関東ローム層 本層は，下部より，東京軽石層（TP) 
を挟み褐むの火山む土を主体とする武蔵野ローム層と， 

姶良Tn火山む（AT）を挟み暗む及び明褐むの火山む土 

からなる立川ローム層によって構成されている． 

赤羽段丘堆積物 層厚 2 - 8 m の粗粒砂層または砂礫層 

からなる．東京軽石層を基底から30-80cm 上位に挟む新 

期関東ローム層に覆われる．堆積面は赤羽面を形成する． 

中台段丘堆積物 層厚 2 - 7 m の砂礫層からなる．東京軽 

石層付近の層準以上の新期関東ローム層に覆われる．堆 

積面は中台面を形成する． 

立川段丘堆積物 層厚 3 - 5 m の砂礫層からなる．立川ロ 

ーム層に覆われる．堆積面は立川面を形成する． 

未区分埋没段丘堆積物 荒川低地の地下に分布する．本 

報告では正確な分布及び年代が把握できていないが，荒 

川低地下に形成年代の異なる 2 - 3 層の埋没段丘の存在が 

推定されている（安藤・渡辺，1996）． 

 

Ⅱ．3 沖積層 

 

本図幅地域の沖積層は，荒川低地，台地開析谷の谷底 

低地，中川低地に分布する．荒川低地の沖積層は最大層 

厚45m．砂層及び泥層からなり，基底に砂礫層を伴う．台 

地開析谷に分布する沖積層は泥層が卓越し，表層付近に 

は腐植層が分布することが多い．中川低地に分布する沖 
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積層は，最大層厚35m.基底に砂礫層を伴うことがあるが  

泥層を主体とする． 

 

Ⅱ．4 地下地質 

 

本図幅地域の地下には木下層の下位に対比未了の地層 

が分布している．このうち今回の調査において詳細に層 

相の観察をすることのできた標高約-100m までの地層は, 

先に述べた大宮層，木下層の他に，上からC層，D層， 

E層，F層に分けられる．これらの地層の境界設定には, 

海水準低下期に形成された不整合面とそれに連続する整 

合面，すなわち一般にシーケンス境界とみなされる地層 

境界を用いた． 

C 層 層厚は最大で約35m．本層は，細-粗粒砂層を挟む 

泥層を主体とする．泥層は植物遺骸片を頻繁に含み，一 

部は腐植層となっている．多くの地域では基底は砂礫層 

あるいは礫混じりの砂層から始まり，下位のD層は層 

され薄化している．本層上部には房総半島の清川層中に 

認められる Ky3テフラが挟在する． 

D 層 層厚は最大で約18m．本層は，植物遺骸片を含む泥 
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層を主体とし一部基底に砂礫層あるいは礫混じり砂層を 

伴う下部，貝化石を含む分級の悪い泥質砂層あるいは砂 

質泥層からなる中部，分級のよい砂層からなる上部によ 

って構成されている．このうち上部は，下から平行葉理， 

斜交層理，平行葉理が発達する砂層からなり，最上部付 

近には生痕化石 Macaronichnus segregatis が多産する． 

本層基底に砂礫層を伴う地域では，下位の本層は層 さ  

れている． 

E 層 層厚は最大で約46m. 本層は，砂礫層及び泥層を主 

体とする下部，貝化石を含む分級の悪い泥質砂層あるい 

は砂質泥層からなる中部，分級のよい砂層からなる上部 

によって構成されている．このうち下部が厚く発達する 

地域では，下位の F 層は大きく層 されている．それ以  

外の地域では，中部の泥質砂層あるいは砂質泥層が下位 

層を直接不整合関係で覆う．本層上部は上位の D 層と同 

様に，下から平行葉理，斜交層理，平行葉理が発達する 

砂層からなり，最上部付近には生痕化石 Macaronichnus 
segregatis が多産する． 

F 層 本図幅地域中央部-南東部では，砂質泥層から中粒 

砂層へ上方粗粒化する層相が認められる．一方，本図幅 

地域北西部では砂礫層及び泥層が卓越する． 
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Ⅲ．下 総 層 群 
 

 

（中澤 努・遠藤秀典） 

 

下総層群の名称は，河井（1961）が地蔵堂層以上の地 

層を下総累層群と呼んだことに始まる．その後，多くの 

研究者によって房総半島を中心に露出する同層群がとり 

扱われたが，徳橋・遠藤（1984）の姉崎地域の調査研究 

によって下総層群の層序はほぼ確立されたと言える．本 

報告においても，徳橋・遠藤（1984）にならい，下総層 

群を，地蔵堂層の基底から新期段丘堆積物の下位までの 

地層として取り扱う．姉崎地域では下総層群の各累層は， 

基本的には陸成層と海成層からなる 1 回の堆積サイクル 

を示している（徳橋・遠藤，1984）．これらの堆積サイク 

ルは概ね 1 回の海水準変動に対応して形成されたと考え 

られており，酸素同位体ステージとの対比もなされてい 

る（増田・中里，1988；中里，1997；中里・佐藤，2001). 

房総半島では地表に露出する下総層群も，埼玉県付近 

ではほとんど全て地下に没している．そのため本図幅地 

域に分布する下総層群は基本的にボーリング調査によっ 

て観察されてきた（堀口，1970；新堀ほか，1970；菊地・ 

貝塚，1972；高原，1984；関東平野中央部地質研究会， 

1994；埼玉県環境部地震対策課，1996；中澤・遠藤，2000 

など）．本図幅地域及び周辺地域の地下における下総層 

群の層序区分の比較を第 1 表に示す．これらのうちの多 

くの研究では，地下に分布する砂礫層を手がかりに地層 

が区分された．一方，中澤・遠藤（2000）は，層序ポー 

リングコアにおける堆積相の詳細な観察に基づき，地下 

地質のシーケンス層序学的な解析を試みた．その結果， 

標高約-100m 以浅に複数の堆積シーケンスを認定した． 

本報告でも，基本的に各累層の境界には，海水準低下期 

に形成された不整合面とそれに連続する整合面，すなわ 

ち一般にシーケンス境界とみなされる地層境界を用いた． 

これにより地下の下総層群を，房総半島と同様に 1 回の 

堆積サイクル，すなわち 1 回の海水準変動によって形成 

された地層を 1 累層として認識するようにつとめた．た 

だし，房総半島の下総層群に分布する豊富なテフラ鍵層 

が，本図幅地域にはほとんど見いだされていない．この 

ため木下層より下位の，対比が未了な地層については， 

C-F層と仮称することにとどめ，別章「地下地質」にま 

とめることにした．本章では，木下層，大宮層，“常総粘 

土”について記載する． 

 

Ⅲ．1 木
き

下
おろし

層（Kiu，Kil） 

 

命名・定義 槇山（1931）の木下亜階に基づき，徳橋・ 

遠藤（1984）が再定義．彼らによれば，木下層は横田層 

以下の地層を不整合に覆い，常総粘土に整合に覆われる． 

また最上部付近には杉原ほか（1978）によって Klp テフ 

ラ群に対比された道脇寺テフラ群（徳橋・遠藤，1984） 

が挟まれる． 

模式地 千葉県印旛郡印西町木下． 
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本図幅地域における層序関係 清川層（徳橋・遠藤，1984) 

中のテフラを含む C 層を不整合に覆う．上位には，基底 

付近に三むアイス軽石層（Klp テフラ群：町田，1971）を 

挟む“常総粘土”に覆われる．本層の堆積面は木下面を 

形成する． 

層序ボーリング地点における分布 

下部 GS-KB-1：分布せず 

GS-KG-1：標高-10.05～-24.19m 

（深度24.06-38.20m） 

GS-OK-1：標高-2.20～-13.50m 

（深度24.00-35.30m） 

上部 GS-KB-1：標高-6.00～-13.54m 

（深度17.98-25.52m） 

GS-KG-1：標高+0.69～-10.05m 

（深度13.32-24.06m） 

GS-OK-1：標高+3.42～-2.20m 

（深度18.38-24.00m） 

層相・分布 泥層を主体とし谷埋め状の分布を示す下部 

と，砂泥細互層を主体とし大宮台地のほぼ全域に分布す 

る上部とに分けられる（第 6 図）． 

下部は，下から順に，砂礫層または分級の悪い礫混じ 

り砂層，植物遺骸片を多く含む泥層，そして下部の主体 

をなす貝化石混じりの泥層からなる（第 6 図）．最下部の 

砂礫層または礫混じり砂層の基底は明瞭な浸食面である 

が，その上位の植物遺骸片含泥層，貝化石含泥層への変 

化は漸移的である．下部の主体をなす貝化石混じり泥層 

は塊状であることが多い．薄い泥質砂層を挟むことがあ 

るが，全体として生物擾乱を強く受けている．しばしば 

巣穴化石が認められる．貝化石は挟在する砂層中に密集 

することもあるが，多くは塊状の泥のなかに散在する． 

下部の層厚は最大18m 程度．桶川市川田谷付近から上尾 

市上野，大宮市指扇，与野市，浦和市へと大宮台地の西 

縁に沿って南東方向へ，細長く，谷埋め状に分布する（第 

 7 図）．また，前者より規模は小さいが，大宮市新堤から 

川口市差間，鳩ヶ谷市にかけても同様に南東方向への谷 

埋め状の分布が認められる（第 7 図）． 

上部は，基底の貝化石を多量に含む礫質堆積物と，そ 

の上に重なる，極細粒-中粒砂と泥の互層で構成されてい 

る（第 6 図）．上部基底の礫質堆積物は層厚0.5- 2 m で, 

基底面は浸食面からなる（第 8 図）．また上部基底では本 

層下部あるいは下位の C 層に向け巣穴化石が発達してい 

ることが多い（第 8 図）．本層下部が厚く分布する大宮・ 

浦和周辺では，本層上部基底の粗粒堆積物を欠くかある 

いは薄いため，既存ボーリング資料では下部と上部の境 

界が認定できないこともある（例えば第 6 図の Loc.13). 
上部の主体である砂泥細互層は概して数 cm 毎の砂と泥の 
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繰り返しであるが，上方ほど砂層が厚く，また全体とし 

て上方に粗粒化する傾向が認められる．上部基底付近で 

は砂層は極細粒砂からなるが，最上部付近では中粒砂と 

なる．細粒の砂層には平行葉理や低角の斜交層理が発達 

し，一部にはリップル葉理が観察される．最上部付近の 

中粒砂層にはトラフ型斜交層理が発達する．川口市戸塚 

（野田図幅：第 6 図のLoc.20）では最上部に相当する砂 

層が層厚約1.5m のみ露出している．ここでは砂層は径10 

mm 以下の礫が混じる中粒砂層からなり，トラフ型斜交 

層理が発達している（第 9 図）．本層上部の層厚は最大20 

m に達するが，上位の大宮層基底の浸食面の深度により 

大きく異なる．大宮台地のほぼ全域に分布する． 

なお地質図には木下層基底の標高を等高線で示した． 

木下層基底は，下部が分布する箇所では下部の基底，下 

部を欠く箇所では上部の基底となり，それぞれ標高-10～- 

30m，-10m 付近に位置する． 

対比 上限は“常総粘土”との境界付近に Klp テフラ群 

が挟在することで，房総半島の木下層の特徴（徳橋・遠 

藤，1984）と概ね一致する．また，本報告の木下層下部 

が埋積した谷は，清川層（徳橋・遠藤，1984）中のテフ 

ラを挟む C 層を層 しているため，谷の埋積は清川層形  

成時よりも後であることがわかる．一方，房総半島では， 

木下層と清川層の間に横田層が設けられている．しかし， 

房総半島の横田層は層厚が小さく，房総半島で本層のよ 

うな規模の大きい谷埋め状の分布を示すのはむしろ木下 

層である．以上のことから本層は木下層（徳橋・遠藤， 

1984）に対比される．本層の下部と上部は，それぞれ中 

澤・遠藤（2000）の DS-C 及び DS-B に相当する． 

N 値 下部の貝混じり泥層は10以下で，概ね 5 程度のこ 

とが多い．基底部の砂礫あるいは礫混じり砂層は50を越 

えることが多い． 

上部の砂泥細互層は概ね10-30の範囲にある．多くの場 

合，上方でN値が大きくなる．上部の基底付近の貝化石 

含粗粒堆積物は40-50に達することも多い． 

産出化石 

珪藻化石：下部の貝化石混じり泥層からは Paralia sul- 
cata, Cyclotella stylorum などの内湾棲珪藻化石が多産す 

る（高原，1984）．上部の砂泥互層の泥層部分からは 



― 12 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8 図 木下層の下-上部境界付近のコア写真 

川口市差間 GS-KG-1 ボーリング（Loc.19：第 6 図 b 参照）の深度20.0m-26.0m．数字（m）は深度を示す．矢印が下-上

部境界．境界より下位には巣穴化石が多く見受けられる． 
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Aulacoseira distans, A. italica, A. ambigua, A. 
granulata などの淡水好止水棲珪藻化石が多産する（中 

澤・遠藤，2000）． 

貝化石：高原（1987）によると外本層からはヤツシロガ 

イ，アカニシ，マガキ，イタボガキ，アサリ，サルボウ， 

アカガイ，イタヤガイ，カガミガイ，マメウラシマ，バ 

イ，ツメタガイ，ミルクイ，ナミガイ，ウチムラサキな 

どが産出する．高原（1987）には産出層準の詳しい記載 

はないが，貝化石が多産することから，これらは本層上 

部の基底付近からの産出と思われる． 

堆積環境 下部は，谷埋め状の分布形態及び主部の泥層 

より内湾棲の珪藻化石を多産することから，入江状の内 

湾で堆積したと考えられる．ただし最下部の砂礫層ある 

いは礫混じり砂層とその上位の植物遺骸片含泥層は河川 

成堆積物と考えられる． 

上部のうち，基底部の貝化石を多量に含む粗粒堆積物 

は海進ラグ堆積物（海進時の浸食残留堆積物），基底の浸 

食面はベイラビンメント面（海進時の湾側の浸食面）と 

考えられる（中澤・遠藤，2000）．また中部の主体である 

砂泥細互層は，泥層部分から淡水好止水棲の珪藻化石を 

多産するため淡水湖沼の堆積物と考えられる．しかし海 

進ラグ堆積物の上位であることから内湾（ラグーン）の 

なかの淡水の影響を強く受けた箇所で堆積したことが推 

測される（中澤・遠藤，2000）． 

なお中澤・遠藤（2000）では，本層上部基底のべイラ 

ビンメント面を境界として本層に 2 つの堆積シーケンス 

を設定した．しかし木下層は酸素同位体ステージ 6 から 

5 にかけての堆積物であり（中里・佐藤，2001など），本 

報告では本層全体で一連の 1 つの堆積シーケンスと捉え 

る． 

 

Ⅲ．2 大宮層（Om） 

 

命名・定義 堀口（1970）の大宮層を再定義．木下層を 

不整合に覆い，ウグイスむ軽石層（＝Pm-1：渋谷，1968) 

付近の層準から上位の“常総粘土”に整合に覆われる， 

砂あるいは砂礫を主体とする地層． 

模式地 春日部市内牧の層序ボーリング（GS-KB-1）． 

層序関係 下位の木下層を不整合に覆い，上位には，ウ 

グイスむ軽石層付近の層準から上位の“常総粘土”に整 

合に覆われる．一部は木下層上部と同時異相の可能性が 

ある．本層の堆積面は大宮面を形成する． 

層序ボーリング地点における分布 

GS-KB-1：標高+6.10～-6.00m（深度5.88-17.98m） 

GS-KG-1：標高+7.09～+0.69m 

（深度6.92-13.32m） 

GS-OK-1：標高+17.75～+3.42m 

（深度4.05-18.38m） 

層相・分布 分級の悪い礫混じりの細粒-極粗粒砂から泥 

層へと漸移する 2 - 3 サイクルの上方細粒化層からなる（第 

 6 図）．本図幅地域の北西部（例えば GS-OK-1：北本） 

では粒度が大きく，径0.5-3 cm の礫を多く含む砂礫層が 

卓越する．本層の基底は浸食面である（第 10 図）．砂層及 

び砂礫層は本層下部ほど粗粒で基底付近には礫を多く含 

む．ただし最下部はやや細粒で，細粒-中粒砂のこともあ 

る（第 10 図）．泥層を欠くことも多いため，砂層・砂礫層 

が厚く見えることもある．砂層には斜交層理が顕著に発 

達する．泥層及び砂層から泥層への漸移部には炭化した 

植物遺骸片や原地性の植物根化石が多く含まれる．泥層 

は腐植質の強い部分もある．層厚は最大で20m. 

対比 本層は，ウグイスむ軽石層（＝Pm-1）付近の層準 

から上位の“常総粘土”に整合に覆われることから，上 

限は房総半島の姉崎層（徳橋・遠藤，1984）に概ね一致 

する．下限の年代は不明であるが，全体的に本層の層厚 

が大きいため，一部は木下層上部と同時異相の可能性が 

ある．本層は中澤・遠藤（2000）の堆積シーケンス DS- 
A に相当する． 

第 9 図 木下層最上部のトラフ型斜交層理砂層 

川口市戸塚（野田図幅内，Loc.20：第 6 図 b 参照）

写真右下の鎌は全体で約30 cm． 
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N 値 砂層は10-40程度のことが多い．ただし粗粒な砂層 

あるいは砂礫層は50に達する．泥層は概ね15以下． 

堆積環境 砂層及び砂礫層は，分級が悪く斜交層理が発 

達することから河成チャネル相と考えられる．挟在する 

泥層は植物遺骸や腐植物を含むことから氾濫原相と考え 

られる． 

 

Ⅲ．3 “常総粘土”（Jc） 

 

命名・定義 地層名としては問題があるが，本報告では 

徳橋・遠藤（1984）の用法に従い，“常総粘土”を，木下 

層及び姉崎層と新期関東ローム層の間に分布するむむ質 

粘土層として取り扱う． 

層相・分布 “常総粘土”は主にむ白む（5Y7/2：マンセ 

ル表む系による，以下同じ）を呈するむむ質粘土からな 

る（第11 図及び第12 図）．砂質な部分も多く，一部の地域 

では上部に後述する“ 砂
かたずな

”を挟む．全体として炭化し 

た植物遺骸片を多く含むほか，原地性の植物根化石を産 

する．また 質のリすナイト薄層を挟むことがある．川  

口市戸塚（野田図幅）では最下部付近に，下位より 4 cm 

厚のむ黄む（2.5Y6/2）シルト，5 cm厚のむ褐む（7.5YR6/ 
2）シルト，3 - 4 cm 厚の黄榿む（10YR8/6）粗粒軽石か 

らなるテフラが認められる（第13 図）．これは三むアイス 

軽石層（SIP）と呼ばれ，町田（1973）によると，川口市 

周辺では下位より褐，黄，紫，褐，黄の 5 層に細分可能 

なこともある．三むアイス軽石層は大磯丘陵の Klp テフ 

ラ群に対比されている（町田，1971）．また本層中部付近 

には粘土が黄むを帯びる（5Y7/6）層準が認められる．こ 

の中には層厚 8 cm 以下の黄白むの粗粒-極粗粒軽石層が 

挟まれることがある（第14 図）．これは渋谷（1968）によ 

ってウグイスむ軽石層（UP）と呼ばれ，御岳第一軽石屑 

（Pm-1：Kobayashi et al., 1968）に対比されている． 

一方，本層最上部付近は炭質物を多く含むことが多く， 

その場合，むむが強くなるとともに，乾燥するとクラッ 

クが顕著に発達する． 

木下層が堆積面を形成する箇所では，基底付近に三む 

アイス軽石層を含むほぼ全層準の“常総粘土”が分布す 

る．大宮層が堆積面を形成する箇所では概ねウグイスむ 

軽石層層準付近より上位の“常総粘土”が分布する．層 

厚は全体で最大3.5m． 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10 図 大宮層基底付近のコア写真 

春日部市内牧 GS-KB-1ボーリング（Loc.10：第 6

図 b 参照）深度16.5m-18.5m 数字（m）は深度を

示す．矢印が大宮層基底．下位は木下層上部の砂泥

互層． 
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第13 図 “常総粘土”の最下部付近に挟在する三むアイス軽石層（SIP） 

矢印で挟まれた部分 川口市戸塚（野田図幅内，Loc.20：第 6 図 b 参照）

第14 図 “常総粘土”の中部付近に挟在するウグイスむ軽石層（UP） 

矢印で挟まれた部分 川口市西新井宿（Loc.31：第 6 図 b 参照） 
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“ 砂
かたずな

” 

“ 砂”とは，“常総粘土”の上部に挟在する“結した  

分級の良い砂層である．N 値は30を越えることが多い． 

む白むないし暗む褐むを呈し，砂層中には場所により斜 

交層理が観察される．植物根化石を頻繁に産する．“ 

砂”は，砂成の河砂砂丘堆積物と考えられている（ 砂  

団体研究グループ，1981）． 

“ 砂”は桶川市川田谷， 上尾市中分，田市田， 

大宮市大和田，浦和市大崎など限られた地域にのみ分布 

し，台地上にし高地を形成している（ 砂団体研究グル  

ープ，1981）．“ 砂”の分布は，露）観察及びし高地の  

分布から第15 図のように推定されている（ 砂団体研究  

グループ，1981）． 
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Ⅳ．新期段丘堆積物及び新期関東ローム層 
 

 

（中澤 努・遠藤秀典） 

 

本図幅地域の台地には武蔵野ローム層及び立川ローム 

層が広く分布している．本報告では，これらのローム層 

を新期関東ローム層と呼ぶ．一方，大宮面よりも若い時 

代の段丘面が分布する地域では，“常総粘土”を欠き，新 

期関東ローム層に直接覆われる段丘堆積物が分布してい 

る．本報告ではこれらの段丘堆積物を一括して新期段丘 

堆積物と呼ぶ．新期段丘堆積物は，形成年代の違いによ 

り赤羽段丘堆積物，中台段丘堆積物，立川段丘堆積物に 

分けられる． 

 

Ⅳ．1 新期段丘堆積物 

 

Ⅳ．1．1 赤羽段丘堆積物（Ak） 

層相・分布 赤羽面を形成する段丘堆積物で，杉原ほ 

か（1972）の赤羽砂層に相当する．富士見市水子・藤久 

保周辺及び上福岡市滝周辺の武蔵野台地，大宮市深作付 

近の綾瀬川に沿う大宮台地に分布する．本段丘堆積物は， 

東京軽石層（TP）を基底から約30-80cm 上位に含む層厚 

4-5mの新期関東ローム層に覆われる（第11 図）．武蔵 

野台地の本層は主に砂礫層からなる（第16 図）．上福岡市 

滝では，平均粒径 2 - 4 cm，最大径10 cmに達する砂岩, 

チャート，泥岩の礫を含む砂礫層からなる．武蔵野台地 

での本層の層厚は，既存ボーリング資料で確認できる限 

りでは 3 - 8 m 程度であるが，場所により差が大きいため, 

一部では下位の砂礫層と分離ができていない可能性もあ 

る．一方，大宮台地の本層は，堀口・角田（1987）のボ 

ーリング柱状図を参考にすると，層厚約 2 m の粗粒砂層 

からなる（第12 図）． 

 

Ⅳ．1．2 中台段丘堆積物（Nk） 

層相・分布 中台面を形成する段丘堆積物で，杉原ほか 

（1972）の中台段丘礫層に相当する．大井町付近及び川 

越市寺尾付近の武蔵野台地に分布する．杉原ほか（1972) 

は，本段丘堆積物に相当する中台段丘礫層は，東京軽石 

層を基底付近に含む新期関東ローム層に覆われるとして 

いるが，本図幅調査では東京軽石層は認められなかった． 

ただしローム層の層厚（ 3 ― 4 m）からおよそ東京軽石層 

付近の層準がローム層の基底と考えられる（第11 図）．本 

層は主に砂礫層からなる．大井町（GS-OI-1）では平均 

粒径 3 - 4 cm の砂岩，チャート，泥岩の礫を含む層厚 3 m 

の砂礫層からなるが（第16 図），既存ボーリング資料では 

層厚 2 - 7 m と場所により差が大きく，一部では下位の砂 

礫層と分離ができていない可能性もある． 

 

Ⅳ．1．3 立川段丘堆積物（Tc） 

層相・分布 立川面を形成する段丘堆積物で，杉原ほか 

（1972）の立川段丘礫層に相当する．川越市清水町付近 

の武蔵野台地に分布する．本層は，層厚約 2 m の関東ロ 

ーム層に覆われる．このローム層は層厚から立川ローム 

層に相当すると考えられる．既存ボーリング資料による 

と，本段丘堆積物は，径 2 - 5 cm の礫を主体とした層厚 

3 - 5 m の砂礫層からなる． 

 

Ⅳ．1．4 未区分埋没段丘堆積物（Bt） 

層相・分布 荒川低地の地下に分布する．砂礫層からな 

る．本報告では正確な分布及び形成年代が把握できてい 

ないが，安藤・渡辺（1996）は，荒川低地下に形成年代 

の異なる埋没段丘（ArO-3）の存在を推定し（第17 図）， 

このうちAr0面は中台面,Ar3面を形成する礫層は沖積層 

基底礫層（BG）としている． 

 

Ⅳ．2 新期関東ローム層（L） 

 

分布 大宮台地・武蔵野台地の全域． 

層相 下部の武蔵野ローム層及び上部の立川ローム層に 

分けられる（第11 図）． 

武蔵野ローム層は主として褐むの火山む土からなる（第 

11 図）．層厚は300cm 前後．最下部の厚さ10-20cm は粘 

土質及び腐植質が強く，そのむ調から“チョコレート帯” 

と呼ばれている．この部分は下位の暗むむ粘土から漸移 

する層準で，乾燥するとクラックが顕著に発達する．“チ 

ョコレート帯”の上位40-60cm までの火山む土はやや粘 

土質で黄褐むを呈する． に上位は淡い暗む帯を  1 - 2 層 

挟む厚さ200-250cm の茶褐むの火山む土からなり，その 

最下部付近には橙むを呈する中粒-極粗粒軽石が厚さ 3 - 

10cm 程度の範囲で散在あるいは団塊状に産する（第18 

図）．このテフラは東京軽石層（TP）に対比されている 

（関東ローム研究グループ，1965）． 

立川ローム層は暗褐む-明褐むの火山む土からなる（第 

11 図）．層厚は150-200cm．立川ローム層の基底から上位 

約60cm はやや腐植質の強い暗褐むの火山む土からなる． 

この暗褐むの火山む土と，上位の明褐むの火山む土との 

境界付近にはバブルウォール型の火山ガラスを多く含む 

層準が知られている．この火山ガラスは姶良 Tn 火山む 

（AT）と考えられている（細野，1984）．またこの暗褐 

むの火山む土は乾燥するとやや 質となり，大きなクラ  
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ックが発達する.暗褐むの火山む土の上位は層厚約50cm 

の明褐むの火山む土が累重し， に最上部に相当するの  

褐むの火山む土が覆う．最上部のの褐む火山む土は一般 

的に“クロボク”あるいは“クロボク土”と呼ばれてい 

る． 

N 値 全体を通じて 5 以下であることが多い． 

 

第 18 図 武蔵野ローム層下部に挟在する東京軽石層（TP） 

矢印に挟まれた部分 川口市戸塚（野田図幅内，Loc.20：第 6 図 b 参照） 
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Ⅴ．沖 積 層（As，Am，a） 
 

 

（中澤 努・遠藤秀典） 

 

定義 最終氷期以降の堆積物（日本地質学会地質基準委 

員会，2001）． 

層序関係 下位の 新上を不整合に覆う．  

分布 荒川低地，中川低地，及び台地を開析する小谷の 

谷底低地． 

層厚 本図幅地域において，荒川低地で最大45m．中川 

低地で最大35m． 

層相 本図幅調査では沖積層を対象とした層序ボーリン 

グは行っていないため，ここでの記載は既存文献及び既 

存ボーリング資料のみに基づいている．以下に各沖積低 

地ごとに記載する．なお地質図には沖積層基底の標高を 

等高線で示した． 

（荒川低地）本図幅地域内の沖積低地のうち，最も広く 

分布するのは荒川低地である．荒川低地の沖積層は，珪 

藻化石に基づいて区分されている．安藤ほか（1987）な 

どに基づくと，荒川低地の沖積層は，下から第Ⅰ-Ⅴ珪藻 

帯に区分されている（第 2 表）．第Ⅰ-Ⅱ珪藻帯は淡水棲 

珪藻化石，第Ⅲ珪藻帯は海水棲珪藻化石，第Ⅳ珪藻帯は 

海水棲及び淡水棲珪藻化石，第Ⅴ珪藻帯は淡水棲珪藻化 

石を多産する（第 2 表）． 

荒川低地では，第Ⅰ及び第Ⅱ珪藻帯に属する，沖積層 

下部の淡水成層が厚く発達する．第Ⅰ及び第Ⅱ珪藻帯は， 

上江橋付近で標高-28～-15m（第19 図：安藤・藤本， 

1990),川島町で標高-20～-10m に分布する（安藤・方違, 

1997）．浦和市付近では基底の砂礫層（BG：沖積層基底 

礫層）は層厚 2 - 7 m で，径 2 - 4 cm の礫を主体とする． 

砂礫の上位は，砂や泥，あるいはそれらの互層からなり， 

厚いところでは層厚10m 以上に達する． 

海成層を主体とする第Ⅲ珪藻帯は，上江橋付近で標高 

-15～- 5 m（第19 図：安藤・藤本，1990），川島町で標高 

-10～- 2 m に分布する（安藤・方違，1997）．第Ⅲ珪藻帯 

の層相は，主に貝混じり泥層あるいは泥質砂層からなる． 
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また安藤ほか（1993）によると，海水棲珪藻化石が産出 

し始める層準の放射性炭素年代は，浦和市秋ヶ瀬付近で 

9,300y.B.P., 浦和市大久保付近で9,040y.B.P., 川島町で 

8,600y.B.P.の値を示し，海岸線が時代とともに陸側へと 

移動したことが示されている． 

第Ⅳ及び第Ⅴ珪藻帯は，上江橋付近で標高 0 m 以浅（第 

19 図：安藤・藤本，1990），川島町で標高+0.6m 以浅に分 

布する（安藤・方違，1997）．第Ⅳ及び第Ⅴ珪藻帯は泥層 

あるいは砂層からなり，場所により大きく変化する．現 

地形が後背湿地である箇所は泥層の卓越することが多い． 

一方，現地形が自然堤防の箇所は，地域差が大きいが， 

砂層が多く分布する傾向にある．海水棲珪藻化石の産出 

しなくなる層準の放射性炭素年代は，富士見市下南畑付 

近で5,500y.B.P.（藤本・安藤，1990），上江橋付近で6,310 

y.B.P.（安藤･方違，1997）であり，下流側ほど若い年代 

値が得られている． 

荒川低地の沖積層の N 値は，沖積層中部及び上部の泥 

層は 0 -10，砂層は10-50，基底礫層は50以上を示すこと 

が多い（第20 図のLoc.11）． 

（台地開析谷の谷底低地） 

台地を開析する小谷に分布する沖積層は，主に軟質の 

泥層からなる.N 値は全体を通じて 0 付近の値を示す（第 

20 図の Loc.16及び第 6 図の Loc.6 と Loc.13）．小谷の 

沖積層は基底部の粗粒堆積物は伴わず，薄い腐植質の泥 

層あるいは泥質砂層が下位の 新上を直接不整合で覆う  

ことが多い．芝川低地や鴨川沿いの低地など，やや大き 

な開析谷や，小谷の大河川への出口付近には，貝化石や 

海水棲珪藻化石を含む泥層が厚く分布する．芝川低地に 

おける海水棲珪藻化石の分布は，大宮市土呂町付近まで 

確認されている（安藤，1986）．芝川沿いの低地の海成泥 

層中部からは放射性炭素年代値5,540-5,950y.B.P.が得ら 

れている（堀口，1983）．小谷の沖積層上部は植物遺骸片 

を多量に含む泥層からなり，腐植層が広く分布する． 

（中川低地） 

中川低地の沖積層は，層相から，砂礫層あるいは腐植 

質泥質砂層・砂質泥層からなる下部，貝混じりの軟質な 
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泥層を主体とする中部，腐植物を含む泥層あるいは砂層 

からなる上部に分けられる． 

本図幅地域内の中川低地の沖積層では，基底礫層の発 

達は良くない．本図幅地域より東方の中川低地の中心部 

では基底部に砂礫層が顕著に（層厚 3 - 4 m）発達するが, 

本図幅地域内では，砂礫層は，沖積層の基底が標高-20m 

よりも低い箇所を中心に層厚0.5- 1 m 程度分布するにす 

ぎない．礫径は0.2- 3 cm を主体とする．そのほかの地域 

では沖積層下部に腐植質の泥質砂層・砂質泥層が薄く分 

布する． 

沖積層中部の貝混じりの泥層は，層厚20m に達するこ 

ともある．およそ標高-23～- 1 mの範囲に分布する．極 

めて軟質で，多くの層準で N 値は 0 を示す． 

上部の泥層あるいは砂層は，場所により大きく層相が 

変化する．現地形が後背湿地である箇所は泥層の卓越す 

ることが多く，その場合，N 値は O であることが多い． 

一方，現地形が自然堤防の箇所は，地域差が大きいが， 

砂層が多く分布する傾向にある．表層から標高- 3 m の範 

囲に概ね分布する． 
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Ⅵ．地 下 地 質 
 

 

（中澤 努・遠藤秀典） 

 

本図幅調査では，層序ボーリングにより台地の地下， 

標高約-100m 付近までの地層を観察することができた． 

ここでは新期関東ローム層，新期段丘堆積物，及び“常 

総粘土”を除いた部分において，1 回の海水準変動によ 

って形成されたと考えられる一連の地層を 1 累層として 

区分し，暫定的に上位よりA-F 層の名称を与えた．各層 

の境界には，海水準低下期に形成された不整合面とそれ 

に連続する整合面，すなわち一般にシーケンス境界とみ 

なされる地層境界を用いた．各累層のうち，A 層及び B 
層は挟在するテフラを基にそれぞれ大宮層，木下層とし， 

Ⅲ章に記載した．一方，木下層より下位の C～F 層につい 

てはテフラなどによる地層対比が未了であり，下総層群 

とは別章として本章「地下地質」に層相を記載した． 

 

Ⅵ．1 C 層（C） 

 

分布 大宮台地のほぼ全域の地下に分布する．ただし木 

下層下部の分布域では，下全に層 されていることもあ  

る． 

GS-KB-1：標高-13.54～-36.84m 

（深度25.52-48.82m） 

GS-KG-1：標高-24.19～-35.03m 

（深度38.20-49.04m） 

GS-OK-1：標高-13.50～-31.34m 

（深度35.30-53.14m） 

層厚 最大35m． 

層相 主に植物遺骸片を含む泥層からなり，分級の悪い 

細粒-粗粒砂層を挟む（第 6 図）． 

泥層はしばしば原地性の植物根化石を産する．腐植質 

な部分も多い．むむ質の強い粘土を挟むこともある．本 

層基底部が谷状に深くなっている箇所には，層厚10m 以 

下の砂礫層あるいは礫混じり粗粒砂層が分布する．この 

砂礫層あるいは礫混じり砂層には斜交層理が顕著に発達 

し，上方に細粒化する．一方，基底に砂礫または砂層の 

分布しない箇所では，基底にやや腐植質のむむ質泥層が 

分布し，E層最上部の砂層から漸移する．このような下位 

層の砂層から本層基底のむむ質泥層への漸移は GS-KB- 
1（春日部）に見られる．一方，谷を埋積する砂礫あるい 

は砂層を伴うのは，GS-KG-1（川口），GS-OK-1(北本） 

に確認できるが，既存ボーリング資料では下位層の砂層 

と区別するのが難しい場合もある． 

なお本層上部にはテフラの密集する層準が認められる 

（第21 図）．GS-KB-1（春日部）では，標高-21m（深度 

33.0m）付近に，下位より，黄白むの細粒-中粒ゴマシオ 

状テフラ（層厚 2 cm),黄褐むの中粒ゴマシオ状テフラ（層 

厚 2 cm），スコリア・岩片混じりむ-黄白む中粒-極粗粒軽 

石層（層厚12 cm）が累重する（第21 図）．このうち最上部 

の軽石層に含まれる斜方輝石の EPMA 分析値は古銅輝石 

から鉄紫蘇輝石の組成（mg＝44-71：第 3 表）を示すが， 

特に Mg＝44-49の鉄紫蘇輝石はγ＝1.730前後に達する 

特異な高屈折率を示す．このような斜方輝石の化学組成 

及び層相から，この軽石層は房総半島の下総層群清川層 

最下部付近に挟在する Ky3テフラ（徳橋・遠藤，1984） 

に対比される．ただし本図幅地域では,Ky3テフラが C 層 

の上部に挟まるため，C 層には清川層だけでなくその下位 

層をも含む可能性がある． 

堆積環境 泥層は，植物根化石，及び淡水あるいは陸生 

の珪藻化石を産することから，主に氾濫原で堆積したも 

のと考えられる．砂礫あるいは砂層は，分級が悪く斜交 

層理が発達することから河成チャネル堆積物と考えられ 
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る． 

N 値 泥層は概ね10-30である．挟在する砂層の N 値は 

さまざまであるが，粗粒な層準は50に達することがある． 

最下部の砂礫層は50以上のことが多い． 

 

Ⅵ．2 D 層（D） 

 

分布 大宮台地のほぼ全域の地下に分布する． 

GS-KB-1：標高-36.84～-54.57m 

（深度48.82-66.55m） 

GS-KG-1：標高-35.03～-43.59m 

（深度49.04-57.60m） 

GS-OK-1：標高-31.34～-48.75m 

（深度53.14-70.55m） 

層厚 最大で約18m． 

層相 下部，中部，上部に分けられる（第22 図）． 

下部は主に植物遺骸片を含む泥層からなる（第22 図). 

原地性の植物根化石もしばしば見受けられる．層厚 2 m 以 

下の分級の悪い細粒-中粒砂層や腐植質の強い泥層を挟む 

ことがある．一部の地域では下位の E 層が層 されてお  

り，その部分を砂礫層あるいは礫混じり粗粒砂層が埋積 

している（例えば北本 GS-OK-1：第22 図）．基底付近に 

砂礫または砂層を伴わない地域では，最下部はむむ質泥 

層からなり，下位層上部の砂層から整合的に漸移する． 

中部は生物擾乱の著しい砂質泥あるいは泥質砂，また 

はそれらの互層からなる（第22 図）．基底は明瞭な浸食面 

となっており，下部層に向け巣穴化石が発達している． 

全体に貝化石を含むが，特に泥質砂の層準に密集して産 

することがある． 

上部は主として比較的分級の良い砂からなる（第22 図). 

また，上部は に最下部，下部，中部，上部に細分され  

る．最下部は貝化石を含む粗粒堆積物からなり，その基 

底は浸食面となっている．下部は分級の良い極細粒-細粒 

砂からなる．塊状あるいは弱い平行葉理，低角の斜交層 

理が発達し，細かく破砕された貝化石片を含むこともあ 

る．明瞭な基底を持ち，基底部から上方へ弱く級化する 

構造が見られることがある．中部は比較的分級の良い細 

粒-中粒砂からなり，低-高角の斜交層理が顕著に発達す 

る．上部は分級の良い細粒-中粒砂からなる．生痕化石 

Macaronichnus segregatis が多産する．平行葉理あるい 

は低角の斜交層理が発達し，重鉱物の濃集したラミナが 

頻繁に見られる．重鉱物の濃集は上方ほど顕著で，そこ 

では植物根化石を含むことがある．まれに細かく破砕さ 

れた貝化石がラミナに沿って産出する．本砂層は上位の 

C 層最下部のむむ質泥層に漸移する． 

なお上位の C 層最下部にチャネル性堆積物が分布する 

箇所（例えば北本GS-OK-1，川口GS-KG-1，深作 A1 

孔：第22 図）では，本層上部の一部あるいは大部分が層 

されていることが多い．  

堆積環境 下部は原地性の植物根化石を含むことから陸 

域での堆積が考えられる．一方，中部は生物擾乱を強く 

うけた泥質堆積物であることから内湾環境で堆積したと 

考えられる．上部は粒度や堆積構造，産出化石から，最 

下部は海進ラグ堆積物，下部は下部外浜，中部は上部外 
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浜，上部は前浜-後浜の堆積物と考えられる（中澤･遠藤， 

2000）．全体としては，下部は河川システム，中･上部は 

バリアー島システムによって形成されたと考えられる（中 

澤・遠藤，2000）． 

N 値 下部の泥層は10-20．中部の砂質泥・泥質砂は概ね 

25-40．上部の砂層は50以上となることが多い．土木・建 

築工事の際のボーリング調査では，本層上部の砂層が支 

持層となるため，この層準で掘止していることが多い． 

 

Ⅵ．3 E 層（E） 

 

分布 大宮台地のほぼ全域 

GS-KB-1：標高-54.57～下限不明 

（深度66.55-掘止深度以深） 

GS-KG-1：標高-43.59～-66.29m 

（深度57.60-80.30m） 

GS-OK-1：標高-48.75～-70.35m？ 

（深度70.55-92.15m？） 

層厚 最大で約46m． 

層相 下部，中部，上部に分けられる（第22 図）． 

下部は基底の砂礫層・砂層及びその上位の植物遺骸片 

を含む泥層からなり（大宮市深作A1孔：埼玉県環境部地 

震対策謀，1996），下位層が層 された箇所に分布する . 

中部は生物擾乱の著しい砂質泥あるいは泥質砂，また 

はそれらの互層からなる（第22 図）．基底は明瞭な浸食面 

となっており，下位に向け巣穴化石が発達している．全 

体に貝化石を含むが，特に泥質砂の層準に密集して産す 

ることがある． 

上部は主として比較的分級の良い砂からなる（第22 図). 

また，上部は に最下部，下部，中部，上部に細分され  

る．最下部は貝化石を多量に含む粗粒堆積物からなり， 

その基底は浸食面となっている．下部は分級の良い極細 

粒-細粒砂からなる（第23 図の 1 ）．塊状あるいは弱い平 

行葉理，低角の斜交層理が発達し（第23 図の 1 ），細かく 

破砕された貝化石片を含むこともある．明瞭な基底を持 

ち，基底部から上方へ弱く級化する構造が見られること 

がある．中部は比較的分級の良い細粒-中粒砂からなり， 

低-高角の斜交層理が顕著に発達する（第23 図の 2 ）．斜 

交層理のセットの厚さはコアで確認できる限りでは10-50 

cmで，一部の小規模なセットはコアにおいてもトラフ型 

斜交層理と同定することができる（第23 図の 2 ）．セット 

基底部を中心に粗粒砂-小礫が混じることも多く,セット 

第 23 図 E 層上部の砂層のコア写真 

春日部市内牧 GS-KB-1ボーリング（Loc.10：第 6 図 b 参照) 1：平行葉理を示す細粒砂層 2：トラフ型斜交層理

を示す中粒砂層 3：生痕化石 Macaronichnus segregatisを含む中粒砂層 スケールバーは10cm 
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内では上方に向かい細粒化する．上部は細粒-中粒砂から 

なる（第23 図の 3 ）．しばしば細-中礫が混じる．平行葉 

理あるいは低角の斜交層理が発達し，重鉱物の濃集した 

ラミナが頻繁に見られる．重鉱物の濃集は上方ほど顕著 

である．生痕化石 Macaronichnus segregatis  が多産する 

（第23 図の 3 ).本砂層は上位の D 層最下部のむむ質泥層 

に漸移する． 

なお上位の D 層最下部にチャネル性堆積物が分布する 

箇所（例えば北本GS-OK-1：第22 図）では，本層上部の 

一部が層 されている．  

堆積環境 下部は，砂礫層から泥層へ上方へ細粒化し， 

河川による堆積が考えられる．中部は生物擾乱を強くう 

けた泥質堆積物であることから内湾環境で堆積したと考 

えられる．上部は細分すると，最下部は海進ラグ堆積物 

であり，下部は下部外浜，中部は上部外浜，上部は前浜 

-後浜の堆積物と考えられる（中澤・遠藤，2000）．全体 

としては，D 層と同様に下部は河川システム，中・上部 

はバリアー島システムによって形成されたと考えられる 

（中澤・遠藤，2000）． 

 

Ⅵ．4 F 層 

 

分布 大宮台地のほぼ全域に分布すると思われるが詳細 

は不明． 

GS-KG-1：標高-66.29m～下限不明 

（深度80.30m-掘止深度以深） 

GS-OK-1：標高-70.35m？～下限不明 

（深度92.15m？-下限不明） 

層相 ボーリング資料が少なく，不明な点が多い.GS-KG 

-1（川口）では，砂質泥層から中粒砂層への上方粗粒化 

する層相が認められる（第22 図）．このうち下部の砂賀泥 

層には多量の貝化石，上部の中粒砂層には生痕化石 

Macaronichnus segregatis  が産出する．一方，GS-OK- 

1(北本）では砂礫及び泥層から構成されている(第22 図). 
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Ⅶ．活 構 造 
 

 

（中澤 努・遠藤秀典） 

 

荒川断層 

荒川断層は，荒川に沿う北西走向の推定断層であり（第 

24 図），貝塚（1957，1975）が，武蔵野台地と大宮台地で 

段丘面の傾斜が不連続であることから，その存在を推定 

した．活断層研究会（1991）は，荒川断層を，確実度Ⅱ， 

活動度 B の伏在断層とした．しかし荒川低地の沖積層の 

分布からは，荒川断層の存在を示唆する積極的な証拠は 

見つかっていない（安藤・渡辺，1996）．また，貝塚（1957, 

1975）が検討した段丘面にはさまざまな形成年代のもの 

が含まれ（杉原ほか，1972），厳密に下末吉面（淀橋面・ 

木下面）及び小原台面（成増面・大宮面）だけを分離し 

てそれぞれの高度分布を見る限りは，後期 新世におけ  

る荒川断層の活動は認められない（広内，1999）． 

一方，地下深部には，物理探査によって，断層を示唆 

する地質構造が認められている．多田（1983）は，地震 

探査及び重力探査によって荒川断層を再検討した．その 

結果，荒川沿いに，貝塚（1957，1975）が推定した南西 

落ちの構造とは逆の，南西隆起の構造を認めた．また遠 
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第25 図 荒川低地における反射法弾性波探査時間断面図 

遠藤ほか（1997） 測線の位置は第 6 図 b 参照 a：反射面の傾斜が大きく変化する位置 b 及び c：a の延長部分が500 

ms 付近で分岐し，地下浅部に及ぶ位置 

 

藤ほか（1997）は，川越市久下戸地区（第25 図）及び大 

宮市三条町地区の浅層反射法弾性波探査により，南西側 

に見られる東傾斜の反射面が荒川西岸付近を境に水平に 

変化することを指摘した． 

以上のように荒川断層は，後期 新世の活動は確認さ  

れていないが，地下深部には断層を示唆する地質構造が 

認められている． 

 

綾瀬川断層 

綾瀬川断層は，大宮台地の中央部を縦断する北西走向, 

北東落ちの推定断層であり（第24 図），清水・堀口(1981) 

がリニアメント及びハンドオーガーによる関東ローム層 

の観察に基づき，最初にその存在の可能性を指摘した． 

活断層研究会（1991）は，綾瀬川断層を確実度Ⅱ-Ⅲ，活 

動度 B-C としている．その後，遠藤ほか（1997）による 

反射法弾性波探査，埼玉県環境部地震対策課（1996）に 

よる群列ボーリング及び反射法弾性波探査が行われ，再 

検討された． 
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遠藤ほか（1997）は，大宮市膝子地区，丸ヶ崎地区， 

及び伊奈町小針内宿地区（鴻巣図幅内）にて綾瀬川断層 

に直交する測線で浅層反射法弾性波探査を行った．その 

結果，伊奈町小針内宿地区では，断層推定位置を境に反 

射面の傾斜が東側に大きくなることが確認された．また， 

大宮市膝子地区，丸ヶ崎地区では断層推定位置付近に地 

溝状の構造が認められた．一方，埼玉県環境部地震対策 

課（1996）による，大宮市深作・膝子地区の群列ボーリ 

ング調査では，地下浅部に断層・撓曲などに伴う変位は 

認められなかった．ただし反射法弾性波探査では同地区 

の深度100-150m 以深で推定断層位置から両側に緩やかに 

傾斜する構造が認められた（第26 図）．また，桶川市加納 

地区（鴻巣図幅内）の反射法弾性波探査では，反射面が 

推定断層位置を挟んで北東側で下位ほど累積的に低くな 

る構造が認められた．この地域ではボーリング調査から 

も標高-20m 付近の層準で約 9 m の変位のあることが指摘 

されている（堀口・角田，1987）．そのため大宮市深作・ 

膝子地区に比べ桶川市加納地区は活動が活発であると考 

えられている（埼玉県環境部地震対策課，1996）．これら 

の調査により綾瀬川断層の活動度は大宮市深作・膝子地 

区でC 級またはそれ以下という評価がなされている（埼 

玉県環境部地震対策課，1996）．ただし遠藤ほか（1997) 

は，地溝状の構造が認められることから，横ずれ成分を 

考慮に入れた活動度の検討の必要性を指摘している．な 

お桶川市加納地区では活動度の見積もりはされていない． 

このように綾瀬川断層は地下深部に断層を示唆する地 

質構造が認められる．地下浅部の変位は，詳細は不明で 

あるが，大宮市深作・膝子地区の調査では認められてい 

ない．ただし鴻巣図幅内の桶川市加納地区では変位が知 

られており，北部ほど活動が活発の可能性がある． 

 

ボーリング資料から推定される構造運動 

中澤・遠藤（2000）は，川口市差間（GS-KG-1），春日 

部市内牧（GS-KB-1），野田市東金野井（GS-ND-1：野 

田図幅内）の 3 地点で行ったボーリングのコアの堆積相 

解析を行い，それぞれの地点でのラビンメント面（海進 

時の外浜浸食面）及びべイラビンメント面（海進時の湾 

側の浸食面）の標高から活構造を検討した．その結果， 

3地点のなかでは春日部の標高が最も低く，なおかつ下 

位の基準面ほど標高差が累積して大きくなることを示し 

た．すなわち川口や野田に対して春日部が継続的に相対 

的な沈降を続けていることになる． 

中澤・遠藤（2000）が検討したラビンメント面及びベ 

イラビンメント面は，本報告の木下層上部基底及びD層 

中の海進時の浸食面である．これらの浸食面はバリアー 

島システムの発達に伴い形成，形成時に海側への緩やか 
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な傾斜は考えられるが，活構造を検討する際の地下の基 

準面としては最も適していると考えられる．ここでは既 

存ボーリング資料から知り得る深度に分布する，木下層 

上部基底のべイラビンメント面の標高を，平面図上に等 

高線で示した（第27 図）．それによると木下層下部の分布 

地域では，木下層上部基底べイラビンメント面は周囲に 

比べ標高が低くなっていることがわかる．これは木下層 

下部が開析谷を埋積した地層であり，木下層上部形成開 

始時に差別的な浸食が行われたと解釈することができる． 

つまりこの標高差は活構造を示しているのではなく堆積 

環境に支配されていると言える．それ以外の地域，すな 

わち木下層下部が分布しない地域では，木下層上部基底 

べイラビンメント面は層序学的により下位の C 層を浸食 

しており，同一条件と考えられるため，以下にこの地域 

での高度分布から推定される活構造について考察する． 

木下層下部分布域縁辺以外で木下層上部基底べイラビ 

ンメント面の標高が局所的に大きく変化する箇所は，伊 

奈町付近である（第27 図）．ここでは伊奈町中萩から小室 

にかけて北西-南東方向に細く延びる沖積低地付近を境に, 

南西側が北東側に対して 4 m 程度浅くなっている．これ 

は綾瀬川断層（清水・堀口，1981）の一部とも考えられ 

る．仮にこの変位が活断層に起因するものとしても，活 

動度（活断層研究会，1991）は C 級である．この標高の 

変化する帯の南東方向の延長は岩槻市街地付近に延びる 

ようにも見えるが，伊奈町付近と比較して，かなり不明 

瞭となる．なお伊奈町付近を境にして，北東側のべイラ 

ビンメント面の標高の低い地域は，図幅内で最も標高の 

低い田市，春日部市付近に延長される．一方，南西側 

は図幅内で最も標高の高い桶川市川田谷付近に向け緩や 

かに高度を上げてゆく． 

それ以外ではベイラビンメント面が狭い範囲で大きく 

標高が変化する箇所は，前述の木下層下部分布域縁辺以 

外では認められず，局所的にベイラビンメン卜面を変位 

させる断層・撓曲などは確認できなかった．ただし全体 

としては図幅内の北東部（春日部・田付近）で標高が 

低く，南東部（鳩ヶ谷付近）及び北西部（桶川付近）で 
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標高の高くなる傾向が認められる．また南東部及び北西 

部に対し，中央部（上尾市瓦葺-大宮市宮原）が低く，こ 

の延長が図幅内で最も低い春日部・田付近につながる． 

このような木下層上部基底べイラビンメント面から推定 

された活構造は，関東平野の広域にわたる段丘堆積物上 

面の高度分布から推定した構造運動（小玉ほか，1981） 

と似た傾向を示す． 

なお貝塚（1975）が指摘した鴻巣-鳩ヶ谷隆起軸（第24 

図）は木下層上部基底べイラビンメント面の高度分布か 

らは認められなかった．また元荒川構造帯（第24 図：清 

水・堀口，1981）に相当する地域にも，べイラビンメン 

ト面の標高を局所的に大きく変化させるような活構造は 

認められなかった． 
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Ⅷ．応 用 地 質 

 

 

（中澤 努・遠藤秀典） 

 

 

Ⅷ．1 地盤沈下 

 

昭和30年代以降，本図幅地域を含む埼玉県には，急激 

な都市化に伴い深刻な地盤沈下が発生した．埼玉県内で 

顕著な地盤沈下が認められた地域は，大きく，県南東部 

の川口市周辺，県北東部の栗橋町周辺，県西部の所沢周 

辺に分けられる．このうち川口市周辺では古くから地盤 

沈下が観測され，年16cm 近い沈下が記録された．一方， 

昭和40年代以降は，観測地域の拡大によって，県北東部 

や県西部の地盤沈下が確認されるようになった．特に県 

北東部の栗橋町を中心とした広い範囲は年10cm 以上の深 
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刻な地盤沈下が記録された．しかし近年の地下水揚水規 

制に伴い，地盤沈下はゆっくりとではあるが沈静化しつ 

つある．県北東-東部にかけての地盤沈下は依然として顕 

著であるが，平成 9 年度には，県内で年間 2 cm 以上の沈 

下が認められた地域は県面積の0.1％となり，観測 上最  

小となった（関東地区地盤沈下調査測量協議会，2000). 

関東地区地盤沈下調査測量協議会（2000）によると， 

本図幅地域内で昭和63年から平成10年までの間の顕著な 

地盤沈下は，春日部市周辺，及び与野市から上福岡市， 

大井町にかけての地域に認められる（第28 図）．また，上 

尾市，岩槻市，川島町にも沈下の傾向が認められる．一 

方，以前沈下の著しかった川口市から鳩ヶ谷市にかけて 

の地域では，地表面の隆起が認められている（第28 図). 

 

Ⅷ．2 地震被害 

 

本図幅地域に大きな被害をもたらした地震としては， 

関東地震（1923年）が知られている．地質調査所（1925) 

は，関東地震の直後から埼玉県東部の家屋倒壊や地割れ 

をはじめとする被害調査を行った（第 4 表）．それによる 

と沖積低地の台地縁に近い箇所で大きな被害が認められ 

ている（武村・諸井，2001）．旧） 村大字沼影， ，文   

蔵，根岸（現浦和市内）では，全家屋の78.0-97.6％が倒 

壊している．また旧芝村(現川口市芝周辺），旧戸塚村(現 

川口市戸塚周辺），旧川通村及び新和村(現岩槻市増長か 

ら釣上新田周辺），旧粕壁町（現春日部市粕壁周辺），旧 

豊春村（現春日部市増富周辺）でも倒壊率が20％を越え 

ている．一方，台地上では倒壊率は 1 ％未満のことが多 

い． 

関東地震の際には，液状化と考えられる地割れも中川 

沿い及び元荒川沿いに多く確認された（地質調査所， 

1925）．本図幅地域内では，岩槻市掛付近の元荒川沿いで 

地割れが確認されている． 
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(ABSTRACT) 
 

The Ōmiya district, which is a quadrangle of lat.35ﾟ50' to 36ﾟ0' N and long.139ﾟ30' to 139ﾟ45' E (lat.35ﾟ50'11.6" 
-36ﾟ0'11.5"and long. 139ﾟ29'48.4"-139ﾟ44'48.3" referred to the International Terrestrial Reference Frame, ITRF) is 
located in the southeastern part of Saitama Prefecture. Recently, the district is highly urbanized. Topographically, 
the district includes alluvial lowlands and uplands. The alluvial lowlands are distributed mainly along the Arakawa 
River (Arakawa Lowland) and the small valleys dissecting uplands. The Arakawa Lowland separates the uplands 
into the Ōmiya and Musashino Uplands. The former widely occupies the central to western part of the district, and 
the latter is in the southwestern part of the district. 

 

GEOLOGY 
 

The Ōmiya district is situated in the central part of the Kantō Sedimentary Basin, and is underlain by thick 
Cenozoic successions. In the shallower part than an elevation of about -100m, the Middle to Upper Pleistocene 
Shimōsa Group, the younger terrace deposits and Kantō Loam, and the Alluvium are distributed (Fig.1). 

 

SHIMŌSA GROUP 
 

The Middle to Upper Pleistocene Shimōsa Group that is distributed in the shallower subsurface part than an 
elevation of about -100m is divided into 6 formations and a bed. 
F formation: The formation consists mostly of well-sorted sand, but is dominated by gravel and mud in the 
northwestern part of the district. 
E formation (less than 46m thick): The formation is divided into the lower, middle, and upper parts. The lower 
part is composed of sandy gravel and mud containing fossil plant roots. The middle part consists of muddy sand 
and/or sandy mud containing molluscan fossils. The upper part is made up of horizontal or cross stratified, well 
-sorted sand. 
D formation (less than 17m thick): The formation is divided into the lower, middle, and upper parts. The lower 
part consists of sandy gravel and mud containing fossil plant roots. The middle part is composed of muddy sand 
or sandy mud containing molluscan fossils. The upper part is characterized by well-sorted sand. 
C formation (less than 35m thick): The formation is composed of poorly sorted sandy gravel and mud containing 
fossil plant roots and peat. 
Kioroshi Formation (less than 35m thick): The formation is divided into the lower and upper parts. The lower part 
(less than 18m thick) is composed mainly of mud containing molluscan fossils with basal gravel and/or gravelly 
sand,and is distributed along the paleo-incised valleys. The upper part (less than 20m thick) is formed of thinly 
alternating beds of mud and sand.The basal part of the upper part consists of coarse sediments containing 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
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abundant molluscan fossils. The depositional surface of the formation corresponds to the Kioroshi Surface. 
Ōmiya Formation (less than 20m thick): The formation consists mainly of cross-stratified, poorly sorted gravelly 
sand and/or gravel, and intercalates muddy beds. Gravel is dominant in the northwesten part of the district.The 
depositional surface of the formation corresponds to the Ōmiya Surface． 

“Jōsō Clay”(less than 3.5m thick): The bed is composed mainly of light gray, tuffaceous mud, and locally 
intercalates “Katazuna” sand beds. The bed comformably overlies the Kioroshi and Ōmiya Formations. 

 

LATE PLEISTOCENE KANTŌ LOAM AND TERRACE DEPOSITS 
 

The Kantō Loam is composed largely of volcanic ash soil. The Kantō Loam in the Ōmiya district is divided into 
the older Musashino Loam and the younger Tachikawa Loam. 
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The terrace deposits in the Ōmiya district are formed of fluvial gravelly deposits and are divided into the 
Akabane Terrace Deposits, Nakadai Terrace Deposits, and Tachikawa Terrace Deposits on the basis of their ages. 
The oldest Akabane Terrace Deposits are overlain by almost all parts of the Musashino and Tachikawa Loam. The 
Musashino Loam above the Tōkyō Pumice and the Tachikawa Loam overlie the Nakadai Terrace Deposits. The 
Tachikawa Terrace Deposits are overlain only by the Tachikawa Loam. 

 

ALLUVIUM 

 

The Alluvium is mainly distributed in the lowlands along the Arakawa River and partly in the floors of the 
incised valleys in the uplands. The Alluvium of the Arakawa Lowland is composed of mud, sand, and basal gravel, 
and attains 45m in thickness. The mud containing humic soil is dominant in the Alluvium of the small incised 
valleys. 

 

GEOLOGIC STRUCTURE 
 

The Middle to Upper Pleistocene successions are almost horizontally distributed in the Ōmiya district. A more 
detailed examination, however, reveals that the successions slightly incline toward the northeastern part of the 
district with gentle undulations. The inclination stratigraphically decreases upward. 

 

ECONOMIC GEOLOGY 

 

The land subsidence was seriously caused in the Ōmiya district, and reached maximum in late 1960's to early 
1970's. It lessened later in response to the regulation of pumping-up water, and locally changed into the uplift. 
The Kantō Earthquake of 1923 damaged the Ōmiya district. The damage was heavy on the alluvial lowlands, 
especially near the margin of the uplands. On the other hands, slight damage was caused on the uplands. 



 

執筆分担 

Ⅰ．地 形 

Ⅱ．地質概説 

Ⅲ．下総層群 

Ⅳ．新期段丘堆積物及び新期関東ローム層 

Ⅴ．沖積層 

Ⅵ．地下地質 

Ⅶ．活構造 

Ⅷ．応用地質 

中澤 努・遠藤秀典 

中澤 努・遠藤秀典 

中澤 努・遠藤秀典 

中澤 努・遠藤秀典 

中澤 努・遠藤秀典 

中澤 努・遠藤秀典 

中澤 努・遠藤秀典 

中澤 努・遠藤秀典 

 

 

文献引用例 

中澤 努･遠藤秀典（2002）大宮地域の地質．地域地質研究報告（ 5 万分の 1 地質図幅)，産総研地質調査総 

合センター，41 p． 

章単位での引用例 

中澤 努･遠藤秀典（2002）大宮地域の地質，Ⅰ．地形．地域地質研究報告（5 万分の 1 地質図幅)，産総 

研地質調査総合センター，p.1-3． 

 

Bibliographic reference 
Nakazawa, T. and Endo, H.（2002）Geology of the Omiya district. Quadrangle Series, 1:50,000, 

Geological Survey of Japan, AIST, 41 p（in Japanese with English abstract 3 p). 
Bibliographic reference of each chapter 

Nakazawa,T. and Endo,H.（2002）Geology of the Omiya district, I.Topography. Quadrangle 
Series, 1:50,000, Geological Survey of Japan, AIST, p.1-3. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




